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資料１ 市⻑の諮問 

 

 

 

諮問第１号 

 令和元年７月４日 

 

土浦市環境審議会会長  殿 

 

土浦市長  中 川  清 

 

第二期土浦市地球温暖化防止行動計画の策定について（諮問） 

 

 土浦市環境基本計画（第二期改訂版）に位置付けられている「持続可能な社

会」を構築すべく、本市の地域特性に応じた地球温暖化対策を総合的かつ計画的

に進めるため、「土浦市地球温暖化防止行動計画」の第二期計画策定について、

貴審議会の意見を求めます。 

 

諮 問 理 由 

 

地球温暖化の防止については、国境を越えた地球規模の喫緊の環境問題とし

て、世界中の国々で認識され、温暖化に関する各種会議や条約の締結が行われ、

国際的な取組が進められております。 

土浦市地球温暖化防止行動計画は、平成２２年３月に１０年間の計画として第

一期計画を策定し、中間年に当たる平成２７年３月に見直しを行い、今日まで、

行政や産業界及び国民生活に変革を求め官民一体となって、温室効果ガス排出量

削減に取組んでまいりました。      

このような中、平成２７年１２月にフランス・パリで開催された気候変動枠組

条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）において「パリ協定」が採択され、「世

界的な平均気温の上昇を産業革命前に比べて２度より十分低く保つとともに、

１．５度以内に抑える努力をすること」とされました。これを受けて、国は「２

０３０年度までに２０１３年度比で温室効果ガスを２６％削減」するという目標

を掲げました。 

地球環境は今、温暖化が要因といわれる異常気象が近年多数発生しており、私

たちは、未来の子どもたちのために、この美しい環境を保全し、引き継いでいく

という責任があります。 

このような状況を踏まえ、本市においても、継続して地球温暖化防止対策を総

合的かつ計画的に進めるため、第二期土浦市地球温暖化防止行動計画の策定を行

うに当たり、貴審議会の意見を求めるものです。 

以上 
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資料２ 土浦市環境審議会の答申 

令和２年３月２３日 

 

土浦市長  安藤 真理子  殿 

 

土 浦 市 環 境 審 議 会  

会 長  黒田 久雄  

 

第二期土浦市地球温暖化防止行動計画の策定について（答申） 

 

 令和元年７月４日付け諮問第１号をもって、本審議会に諮問のあったこのことにつ

いては、慎重に審議をした結果、別冊「第二期土浦市地球温暖化防止行動計画（案）」

としてまとめたので答申します。 

 なお、本計画の推進に当たっては、審議会で交わされた様々な意見を十分に尊重し、

最善の努力をされることを希望します。また、本計画の実効性を高めるために、以下

の点についてご配慮をお願いします。 

 

記 
 

１ 本計画の趣旨や内容をわかりやすい形で広く周知し、市民、事業者、行政が一体

となり推進すること。 

 

２ 本計画に位置付けた施策・事業を着実に推進するために 

・将来像「水と緑 人と人の『環
わ

』でつくる低炭素都市」の実現に向け、「緩和策」

と「適応策」の双方について、計画的かつ積極的に推進を図ること。 

・「リーディングプロジェクト」に掲げる目標値の達成に向け、事業を重点的かつ優

先的に進めること。 

・施策の推進に当たっては、各部課間の連携を強化するとともに、分野横断的かつ

効率的な組織・機構を構築すること。 

 

以上 
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資料３ 策定までの経緯 

 

１．土浦市環境審議会 

年⽉⽇ 事  由 内    容 

元. 7. 4 第１回 環境審議会 

・市⻑からの諮問  

・前計画の総括    

・計画策定の目的 

・スケジュール      

元. 8.26 第２回 環境審議会 ・第１〜３章の素案 

元.10.18 第３回 環境審議会 
・第１〜３章の修正点 

・第４〜６章の素案 

元.11.21 第４回 環境審議会 ・第１〜６章の計画案 

２. 2.28 第５回 環境審議会 ・パブリックコメントを受けた最終案 

２. 3.23 
第⼆期地球温暖化防⽌⾏動

計画（案）の答申 
・環境審議会会⻑から市⻑に答申 

 

２．庁内組織 

年⽉⽇ 事  由 内    容 

元. 6.25 第１回 環境政策推進会議 

・前計画の総括 

・計画策定の目的 

・スケジュール 

元. 8. 7 第２回 環境政策推進会議 ・第１〜３章の素案 

元.10. 2 第３回 環境政策推進会議 
・第１〜３章の修正点 

・第４〜６章の素案 

元.11.12 第４回 環境政策推進会議 ・第１〜６章の計画案 

２. 2.14 第５回 環境政策推進会議 ・パブリックコメントへの対応 

 

３．パブリックコメント 

年⽉⽇ 事  由 内    容 

元.12.11 

〜 

2. 1.13 

パブリックコメント意⾒ 

募集 
・意⾒提出者数３⼈、意⾒総数 50 件 
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資料４ 策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

答申 

土  浦  市  長 

土 浦 市 環 境 審 議 会 
審議会の構成 （１５名） 

市 民     ６名 
学識経験者   ４名 
産業界代表   ３名 
市議会議員   ２名 

環境政策推進会議（庁内組織） 

関係各課との調整 

行政組織 

諮問 
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資料５ 委員名簿 

 

１．土浦市環境審議会 

選出区分 氏 名 所属団体・役職等 備 考 

市 ⺠ 

川又 文夫 土浦市環境基本計画推進協議会 会⻑ あ副会⻑ 

原井 みつ江 土浦市消費生活連絡協議会 会⻑  

山田 陽子 土浦市⼥性団体連絡協議会 理事  

下村 利充 土浦市地区⻑連合会 会⻑  

大久保 和男 （⼀社）霞ヶ浦市⺠協会 常務理事  

稲野邉 雅子 （⼀社）土浦⻘年会議所 室⻑  

学識経験者 

⿊田 久雄 国⽴大学法⼈茨城大学農学部 教授 会 ⻑ 

松橋 啓介 
国⽴研究開発法⼈国⽴環境研究所 

社会環境システムセンター 室⻑ 
 

藤田 英雄 茨城県県⺠生活環境部環境政策課 課⻑  

尾形 敦 
国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所 

環境管理研究部門 研究部門⻑ 
 

産業界代表 

完賀 浩光 水郷つくば農業協同組合 専務理事  

寺本 正⾏ 
神⽴地区⼯業協議会環境対策部会  

部会⻑（東レ株式会社 土浦⼯場⻑） 
 

花開 良宏 
関東スチール株式会社  

製造部安全環境管理課 課⻑ 
 

市議会議員 
篠塚 昌毅 土浦市議会 総務市⺠委員  

小坂 博 土浦市議会 産業建設委員  
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資料６ 市⺠・事業者意識調査（アンケート調査）の結果 

１．アンケート調査の概要 

（１）調査の目的 

市⺠や事業者の省エネルギーへの意識や⾏動の実態、家庭や事業所におけるエネルギーの消費量

などを把握し、「第⼆期土浦市地球温暖化防⽌⾏動計画」の策定に際しての基礎的データを得ること

を目的としました。 

 

（２）調査の設計 

 調査対象 調査対象の抽出⽅法 調査⽅法 調査期間 

市 ⺠ 2,400 名 20歳以上を対象に市の
資料から無作為抽出 郵便配布 

郵便回収 
2018（平成 30）年 
8 ⽉ 8 ⽇〜8 ⽉ 24 ⽇ 

事業者 1,500 事業所 業種別に市の資料から
層別抽出 

 

（３）調査項目 

 調  査  項  目 

市 ⺠ 

①調査対象者の基本属性 
②地球温暖化問題に関する意識 
③家庭での省エネルギーに対する取組 
④地球温暖化による気候変動の影響について 
⑤土浦市の施策について 

事業者 

①調査対象事業所の基本属性 
②地球温暖化問題に関する取組 
③事業所での省エネルギーに対する取組 
④地球温暖化による気候変動の影響について 
⑤土浦市に期待すること  

 

（４）回収結果 

 配布数 実配布数 回収数 回収率 

市 ⺠ 2,400（3,000） 2,392（2,985） 540（879） 22.6％（29.4％） 

事業者 1,500（1,500） 1,428（1,436） 369（482） 25.8％（33.6％） 
※回収率︓回収数÷実配布数 
※（ ）内は前回の 2014（平成 26）年度回収結果 
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２．アンケート調査回答【市民】 

➀調査対象者の基本属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 性別 

家族の

人数 
 

 
住宅の

形態 

住宅の 

延床面積 
住宅の周

りの状況 

うち 18 歳以上

の家族の人数 

うち 18 歳未満

の家族の人数 
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自動車の

保有台数 
 うちハイブリッ

ト車の台数 

 うち電気自動車

の台数 

 
うちクリーンデ

ィーゼル車の 

台数 

 うち燃料電池車

の台数 
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②地球温暖化問題に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経済活動優先 

7％ 
環境保全優先 

36％ 

地球温暖化

問題への 

関心 

地球温暖化

問題への 

取り組み 

環境保全と

経済活動に

対する意識 



 

資－11 

 

・環境保全に関する情報の入手先 
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③家庭での省エネルギーに対する取組 

 

・環境配慮型設備導入事業費補助事業の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・家庭での省エネ設備の導入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【省エネ設備の導入状況等】 【導入しない理由】 

補助事業の 

認知状況 

3.9 

9.3 

71.7 

41.7 

29.6 

22.0 

1.3 

19.1 

5.6 

68.3 
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25.9 
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21.9 
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15.0 
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66.3 

80.6 

10.0 

30.2 

38.1 

44.8 

62.4 

51.9 

62.2 

5.4 

73.7 

10.7 

9.3 

12.2 

5.2 

8.7 

8.3 

9.6 

10.0 

9.1 

8.7 

5.4 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太陽熱温水器

太陽光発電システム

風力発電機

ひさし，遮光カーテン，すだれ等外からの

熱を遮るもの（遮熱施工）

外壁，床，天井などの隙間をなくし，熱の

出入りを少なくする（断熱施工）

室内の熱を外に逃がさない断熱ガラス

高効率給湯器（エコキュート，エコジョー

ズ，地中熱ヒートポンプシステム等）

家庭用燃料電池（エネファーム），蓄電池

屋上や屋根，ベランダ，

壁面等に植物を設置

雨水を集めて利用（雨水貯留タンク）

ＬＥＤ照明等

（ＬＥＤ蛍光灯，ＬＥＤ電球）

ＺＥＨ

（ネット・ゼロ・エネルギーホーム）

既に導入している すぐに導入したい そのうち導入したい 導入するつもりはない 無回答
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格が高額 性能や効果に疑問あり

設置する場所がない 手入れや操作が難しい

設備を知らなかった 関心がない，必要ない

特に理由なし 無回答

太陽熱温水器 

太陽光発電システム 

風力発電機 

ひさし，遮光カーテン，すだれ等外から

の熱を遮るもの（遮熱施工） 

外壁，床，天井などの隙間をなくし，熱

の出入りを少なくする（断熱施工） 

室内の熱を外に逃がさない断熱ガラス 

高効率給湯器（エコキュート，エコジョ

ーズ，地中熱ヒートポンプシステム等） 

家庭用燃料電池（エネファーム）， 

蓄電池 

屋上や屋根，ベランダ，壁面等に植物を

設置 

雨水を集めて利用（雨水貯留タンク） 

ＬＥＤ照明等 

（ＬＥＤ蛍光灯，ＬＥＤ電球） 

ＺＥＨ 

（ネット・ゼロ・エネルギーホーム） 
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・省エネ、節電の取組状況［現在・今後］ 

 リビングでの取組  

 

  

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 
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し

て

い
る

テ
レ

ビ
を
つ

け
っ

ぱ
な
し

に
し
た

ま
ま

，
他
の

用
事

を
し
な

い

こ
た
つ
で
は

敷
布

団
と
上
掛
け

布
団

を

使
用
し
，
温

度
を

こ
ま
め
に
調

節
す

る

電
気
カ

ー
ペ

ッ
ト

は
，
部

屋
の

広
さ

や
用
途

に

あ
っ
た

も
の

を
選

び
，
温

度
を

こ
ま

め
に

調
節
す
る

照
明
は

，
省
エ
ネ

型
の
LE
D蛍

光
灯

や
LE
D電

球
を
使

用
し

て
い
る

電
気
製

品
を
使
わ

な
い
時

は
コ
ン
セ

ン
ト

か
ら

プ
ラ
グ

を
抜
き
，

待
機
電

力
を
少
な

く
し

て
い
る

家
電
製
品
は

，

ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ

ー

方
式

（
最
も
省

エ

ネ
性
能
が

優
れ
て
い
る

機

器
）

を
選
ん
で

使

用
し
て
い
る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

50.8

50.0

64.5

62.1

33.3

36.4

11.8

18.2

2.1

2.2

1.5

0.8

16.3

19.4

2.0

3.2

14.3

15.2

14.5

19.0

28.6

27.3

25.0

5.9

15.1

12.9

3.0

1.6

4.8

9.1

5.9

9.1

2.2

2.4

35.7

21.4

48.5

46.8

11.8

9.1

2.1

2.2

1.5

1.6

3.6

7.1

38.4

38.7

4.0

4.8

1.3

4.8

25.0

50.0

29.4

18.2

0.7

16.3

12.9

1.0

1.6

12.7

10.9

6.6

3.4

9.5

9.1

5.9

9.1

88.5

87.9

88.1

88.1

25.0

42.9

15.8

16.1

17.5

21.7

9.2

10.3

9.5

18.2

25.0

50.0

17.6

27.3

4.2

4.4

4.5

5.6

21.4

14.3

8.1

11.3

21.8

25.8

4.8

2.2

3.9

5.2

9.5

25.0

11.8

9.1

3.1

3.3

1.5

1.6

14.3

14.3

5.8

4.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり 費用がかかる

手間がかかる 忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

暖房は 20℃を目安に温

度設定をしている 

冷房は 28℃を目安に温

度設定をしている 

冷房機器は不必要なつ

けっぱなしをしない 

人のいない部屋の照明

は,消灯している 

テレビをつけっぱなし

にしたまま,他の用事

をしない 

こたつでは敷布団と上

掛け布団を使用し,温

度をこまめに調節する 

電気カーペットは、部

屋の広さや用途に合っ

たものを選び,温度を

こまめに調節する 

照明は,省エネ型の LED

蛍光灯や LED 電球を使

用している 

電化製品を使わない時

はコンセントからプラ

グを抜き,待機電力を

少なくしている 

家電製品は,トップラン

ナー方式（最も省エネ性

能が優れている機器）を

選んで使用している 



 

資－14 

 

 キッチンでの取組  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

60.0

58.5

33.3

32.0

57.6

63.0

43.1

47.8

57.2

58.3

75.4

73.0

33.0

36.3

46.1

46.7

25.9

22.2

7.6

6.7

34.6

22.8

29.8

24.4

31.9

25.9

10.6

8.3

44.3

39.4

13.1

10.6

8.5

5.6

37.6

35.0

3.9

2.4

22.8

15.7

6.3

3.7

10.0

6.9

16.1

10.7

28.1

23.0

5.6

13.7

21.5

26.3

3.9

11.9

4.3

12.0

4.6

12.0

4.1

11.9

6.7

13.5

12.6

19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

洗
い

物
を
す

る
時

の
給

湯
器
は

，

温
度

設
定
を

出
来

る
だ

け
低
く

し
て

い
る

食
器

洗
い
乾

燥
機

を
使
用

す
る

時
は

，
ま
と

め
洗

い
し
て

い
る

冷
蔵
庫

の
中
は

整

理
整
頓

し
，
も

の

を

詰
め
込

み
す
ぎ

な

い
よ
う

に
し
て

い

る

冷
蔵

庫
の
庫

内
温

度
は

季
節
に

合
わ

せ
て
温

度
調

節
し

て
い
る

冷
蔵

庫
の
開

閉
回

数
を

少
な
く

し
て

い
る

冷
蔵
庫

は
壁
か

ら

適
切

な
間
隔

（
10
㎝
以

上
）

を

あ
け
て

設
置
し

て

い
る

煮
物

な
ど
の
下

ご

し
ら

え
は
，

電
子

レ
ン
ジ
を

使

用
し

て
い
る

電
気

ポ
ッ
ト

を
長

時
間

使
わ
な

い
時

は
，

コ
ン

セ
ン
ト

か
ら

プ
ラ

グ
を
抜

く

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

13.0

13.3

1.0

1.1

4.8

7.7

1.6

2.4

26.5

35.0

29.6

27.0

5.7

8.6

8.6

9.7

2.2

3.3

1.6

4.8

7.7

7.3

8.2

5.9

5.0

5.6

2.7

9.2

15.5

1.3

1.6

4.3

6.7

1.5

1.6

4.8

7.7

0.8

1.2

1.9

2.7

1.1

8.7

6.7

1.0

0.5

19.0

15.4

25.2

23.5

5.9

5.0

14.8

18.9

20.7

19.0

7.2

7.3

13.0

6.7

28.6

7.7

40.7

38.8

20.6

10.0

1.9

2.7

5.7

3.4

5.9

0.8

32.6

40.0

86.2

86.8

0.8

2.7

4.6

5.2

66.4

72.6

17.4

23.3

6.9

7.4

38.1

53.8

17.1

21.2

35.3

30.0

29.6

29.7

41.4

37.9

7.9

5.6

8.7

2.0

1.1

6.5

4.7

5.9

15.0

16.7

13.5

11.5

10.3

2.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

洗い物をする時の

給湯器は,温度設

定をできるだけ低

くしている 

食器洗い乾燥機を

使用する時は,ま

とめ洗いしている 

冷蔵庫の中は整理

整頓し,ものを詰

め込みすぎないよ

うにしている 

冷蔵庫の庫内温度

は季節に合わせて

温度調節している 

冷蔵庫の開閉回数

を少なくしている 

冷蔵庫は壁から適

切な間隔（10 ㎝以

上）をあけて設置

している 

煮物などの下ごし

らえは,電子レン

ジを使用している 

電気ポットを長時

間使わないとき

は,コンセントか

らプラグを抜く 
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 浴室・洗面所での取組  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

75.2

70.7

56.5

56.9

67.6

68.1

67.8

64.1

70.6

67.0

15.7

12.8

31.1

24.6

24.8

16.7

13.9

11.9

11.5

8.9

4.8

3.7

7.8

6.1

3.7

3.0

12.4

10.4

12.0

10.2

4.3

12.8

4.6

12.4

3.9

12.2

5.9

13.7

5.9

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

洗
濯

物
が

少
な

い

時
は

，

ま
と

め
て

洗
濯

し

て
い

る

お
風

呂
は
間

隔
を

置
か

ず
に
入

る

よ
う

に
し
，

な
る

べ
く

追
い
炊

き
を

し
な

い

シ
ャ
ワ

ー
の

お
湯

は
流
し

っ
ぱ

な
し

に
し

な
い

季
節

に
あ

わ
せ

て
，
電

気

便
座

の
温
度

調
節

を
し
て

い
る

電
気

便
座
を
使

わ

な
い

時
は
，

ふ
た

を
閉
め
る

よ

う
に

し
て
い

る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

23.1

25.0

42.9

36.4

40.0

37.5

4.5

5.4

6.2

5.5

3.8

5.0

2.4

3.0

5.0

6.3

6.2

9.1

15.4

15.0

2.4

5.0

6.3

6.0

3.6

1.5

1.8

3.8

5.0

2.4

15.0

12.5

22.4

16.1

9.2

5.5

11.9

15.2

10.0

12.5

61.2

66.1

60.0

65.5

46.2

40.0

33.3

39.4

20.0

18.8

3.0

5.4

13.8

12.7

7.7

10.0

4.8

6.1

5.0

6.3

3.0

3.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

洗濯物が少ない時

は,まとめて洗濯

している 

お風呂は間隔を置

かずに入るように

し,なるべく追い

炊きをしない 

シャワーのお湯は

流しっぱなしにし

ない 

季節にあわせて,

電気便座の温度調

節をしている 

電気便座を使わな

い時は,フタを閉

めるようにしてい

る 
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 自動車での取組  

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

59.8

58.1

75.9

72.4

73.9

71.3

74.3

71.5

14.1

15.6

35.2

43.0

18.5

16.1

12.6

9.8

13.7

10.9

12.8

9.8

37.0

35.6

20.2

18.3

12.4

10.2

2.6

2.4

3.3

3.0

3.3

2.4

40.0

33.3

31.7

23.1

9.3

15.6

8.9

15.4

9.1

14.8

9.6

16.3

8.9

15.6

13.0

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
心

が
け
て

い
る

発
進
す

る
と

き
，
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
す
ぎ
な

い

加
減
速
の
少
な

い
一

定
速
度

で
の
運
転
を
心

が
け

て
い
る

減
速
時
に
早
め

の
ア
ク
セ
ル

オ
フ
を
心
が
け

て
い
る

外
出
す
る
時

は
，
で
き
る
だ

け

公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
い

る

購
入
時

に
，
次

世
代
自
動
車

（
ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
自
動

車
等
）

を
検
討

し
て
い

る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

14.9

12.7

7.1

5.6

6.3

5.6

7.7

61.6

62.2

4.1

3.2

11.9

12.7

11.1

12.5

0.9

1.1

2.9

4.8

1.8

5.6

6.1

51.5

56.0

11.9

10.9

5.6

6.3

11.1

7.7

8.8

10.0

4.5

1.8

7.1

7.7

11.1

11.1

41.8

47.3

71.4

76.9

55.6

62.5

55.6

69.2

2.8

2.8

14.0

10.4

10.4

10.9

14.3

15.4

5.6

6.3

16.7

15.4

13.4

13.3

20.5

21.6

4.5

1.8

5.6

6.3

6.9

4.4

7.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

アイドリングストップ

を心がけている 

発進するとき,アクセ

ルを踏みすぎない 

加減速の少ない一定速

度での運転を心がけて

いる 

減速時に早めのアクセ

ルオフを心がけている 

外出するときは,でき

るだけ公共交通機関を

利用している 

購入時に,次世代自動

車（ハイブリット自動

車等）を検討している 
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④地球温暖化による気候変動の影響について 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤土浦市の施策について 

 土浦市で力を入れるべき地球温暖化対策  

 

  

73.5

74.4

23.5

45.6

58.7

55.9

32.2

36.1

20.2

19.4

30.0

35.4

29.4

29.3

30.9

39.8

1.9

1.3

19.8

7.4

4.4

6.5

16.1

9.3

0.7

0.7

17.8

5.7

2.6

3.7

13.5

8.9

0.2

0.2

3.3

1.1

0.2

0.6

2.8

1.7

3.5

3.9

5.6

4.8

4.6

4.1

4.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気温の上昇による熱中症

の増加などの影響

猛暑日や熱帯夜の増加に

よる不快感への影響

デング熱をはじめとする

感染症の増加などの影響

農作物の収量減少などに

よる食料生産への影響

いわゆる「ゲリラ豪雨」

など局地的な大雨の影響

台風の大型化などによる

影響

絶滅危惧種の増加などに

よる生態系への影響

夏場の渇水などによる水

資源への影響

とても実感がある ある程度実感がある どちらでもない

あまり実感がない 全く実感がない 無回答

53.0

51.9

44.4

43.9

41.1

36.1

30.9

30.6

28.1

27.0

26.1

18.5

16.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

鉄道やバスなどの公共

交通機関の利便性の向上

公共施設を中心とする自然エネルギー

（太陽光発電，風力発電など）の率先導入

ごみの減量やリサイクルの推進

省エネ機器や視線エネルギーを利用する

設備の導入への支援（補助金の交付など）

学校や地域での環境教育・環境学習の充実

市街地の緑化の推進

自転車で走りやすい環境の整備

（自動車からの移動手段の転換）

インフラ整備（道路，都市計画など）

による渋滞の緩和・解消

二酸化炭素を吸収する森林の育成の推進

市民や事業者への情報提供・広報活動の推進

市民や事業者に対する自然エネルギー

普及に向けた積極的な広報・ＰＲ

省エネ性能の高い住宅やビル

（断熱性能が高いなど）の普及

市民や市民団体が行う地球

温暖化防止活動への支援

その他

鉄道やバスなどの公共交通機関の 

利便性の向上 

公共施設を中心とする自然エネルギー 

（太陽光発電，風力発電など）の率先導入 

ごみの減量やリサイクルの推進 

省エネ機器や自然エネルギーを利用する設備

の導入への支援（補助金の交付など） 

学校や地域での環境教育・環境学習の充実 

市街地の緑化の推進 

自転車で走りやすい環境の整備 

（自動車からの移動手段の転換） 

インフラ整備（道路，都市計画など）による

渋滞の緩和・解消 

二酸化炭素を吸収する森林の育成の推進 

市民や事業者への情報提供・広報活動の推進 

市民や事業者に対する自然エネルギー普及に

向けた積極的な広報・ＰＲ 

省エネ性能の高い住宅やビル 

（断熱性能が高いなど）の普及 

市民や市民団体が行う地球温暖化防止活動へ

の支援 

その他 
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３．アンケート調査回答【事業者】 

①調査対象事業所の基本属性 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

従業員数 
事業所

の性格 

業種 
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施設種類 延床面積 

軽自動車

の台数 
普通自動

車の台数 

 うちハイブリッ

ト車の台数 
 うち天然ガス車,

電気自動車の台

 

 
うちクリーンデ

ィーゼル車の 

台数 

 うち燃料電池車

の台数 
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トラックなど大

型自動車 

台数 

 うちハイブリッ

ト車の台数 

 うち天然ガス車,

電気自動車の台

 

 
うちクリーンデ

ィーゼル車の 

台数 
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②地球温暖化問題に関する取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経済活動優先 

15％ 環境保全優先 

19％ 

地球温暖化

問題への 

取り組み 

環境保全と

経済活動に

対する意識 
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 省エネ・ごみ減量などの取組を行うに当たっての問題点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境保全に関する情報の入手先  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.6

36.9

24.4

23.3

22.0

20.9

10.6

4.9

3.3

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

テレビ・新聞等の報道から

市の白書や広報，ホームページ，ＳＮＳから

国の白書や広報，ホームページ，ＳＮＳから

県の白書や広報，ホームページ，ＳＮＳから

業界団体や業界関係者から

業界紙や業界のホームページ，ＳＮＳから

雑誌・書籍から

講演会・シンポジウムなどから

市の職員から直接

その他

36.9

34.1

16.0

15.2

15.2

13.3

12.7

9.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40%

現状では特に問題はない

経済的なコスト負担が大きい

適切な人材がいない

手間や時間がかかる

取り組みを行うことの効果を

具体的に把握できない

常に意識して行動することが難しい

どのようなことに取り組めばよいのか

わからない

取り組みにどれだけの効果があるのか疑問

その他

現状では特に問題はない 

経済的なコスト負担が大きい 

適切な人材がいない 

手間や時間がかかる 

取り組みを行うことの効果を 

具体的に把握できない 

常に意識して行動することが難しい 

どのようなことに取り組めばよいのか 

わからない 

取り組みにどれだけの効果があるのか

疑問 

その他 

テレビ・新聞等の報道から 

市の白書や広報，ホームページ，Ｓ

ＮＳから 

国の白書や広報，ホームページ，Ｓ

ＮＳから 

県の白書や広報，ホームページ，Ｓ

ＮＳから 

業界団体や業界関係者から 

業界紙や業界のホームページ， 

ＳＮＳから 

雑誌・書籍から 

講演会・シンポジウムなどから 

市の職員から直接 

その他 
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 情報提供について市に期待するもの  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.6

39.8

22.0

17.3

11.4

5.7

4.6

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

対策や取り組みの実践のための情報提供

広報誌やパンフレット等による普及啓発の推進

ホームページ，ＳＮＳの充実

事業者を対象とした講習会など，

環境教育・環境学習の推進

事業者を対象とした相談窓口の設置

事業者と市民の交流の場の整備，交流イベント

の開催

事業者を対象とした個別指導の実施

その他

市の情報提供

への満足度 

対策や取り組みの実践のための情報提供 

広報誌やパンフレット等による普及啓発の推進 

ホームページ，ＳＮＳの充実 

事業者を対象とした講習会など， 

環境教育・環境学習の推進 

事業者を対象とした相談窓口の設置 

事業者と市民の交流の場の整備，交流イベントの

開催 

事業者を対象とした個別指導の実施 

その他 



 

資－24 

 

③事業所での省エネルギーに対する取組 

・事業所での省エネ設備の導入状況等 

 

 

 

  

【省エネ設備の導入状況等】 【導入しない理由】 

0.5 

7.6 

0.3 

7.9 

14.1 

9.2 

8.9 

6.0 

52.3 

16.5 

3.8 

11.7 

3.8 

44.4 

0.3 

0.8 

0.3 

0.8 

1.4 

1.1 

0.3 

0.5 

5.7 

3.5 

0.3 

0.5 

3.0 

13.6 

21.1 

6.8 

22.8 

24.4 

26.8 

22.8 

18.7 

25.5 

23.0 

6.5 

15.7 

20.9 

27.1 

75.3 

62.3 

83.2 

59.3 

49.9 

53.4 

57.5 

63.4 

11.4 

45.8 

75.9 

60.2 

64.5 

16.8 

10.3 

8.1 

9.5 

9.2 

10.3 

9.5 

10.6 

11.4 

5.1 

11.1 

13.8 

12.2 

10.3 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太陽熱温水器

太陽光発電システム

風力発電機

高効率給湯器

（エコキュート，エコジョーズ等）

外壁，床，天井などの隙間をなくし，

熱の出入りを少なくする（断熱施工）

室内の熱を外に逃がさない断熱ガラス

（ペアガラス，真空ガラス等）

省エネ型冷蔵・冷凍・空調一体システム

ヒートポンプ技術を活用した高効率空調機

ＬＥＤ照明

（ＬＥＤ蛍光灯，ＬＥＤランプ，ＬＥＤ電球）

インバーター照明機器・安定器

機械室レスのロープ巻き上げ

電動式エレベーター

屋上や屋根，ベランダ，壁面等に植物を設置

（屋上緑化，壁面緑化等）

雨水を集めて利用（雨水利用タンク）

通信機器，パソコン等の省電力化

（省エネ型製品の購入や運用改善）

既に導入している すぐに導入したい そのうち導入したい 導入するつもりはない 無回答

12.9

23.9

13.0

12.3

28.3

32.0

25.9

21.8

26.2

12.4

5.7

4.1

5.9

16.1

8.3

7.8

8.1

2.3

2.7

1.5

1.4

3.4

4.8

4.1

1.1

3.2

3.4

6.5

12.9

20.9

25.1

8.2

7.6

7.1

9.9

8.5

9.5

5.3

16.1

18.9

18.1

6.5

0.7

0.4

1.0

0.5

9.0

1.3

1.4

0.5

1.1

0.5

5.2

7.3

5.9

2.5

0.5

1.7

3.2

34.5

17.4

22.1

41.6

22.3

20.3

26.4

24.4

11.9

28.4

45.7

30.2

32.8

24.2

24.1

22.6

24.8

28.3

31.5

32.5

23.6

27.8

28.6

36.7

23.6

28.4

31.1

37.1

5.0

7.0

5.9

6.8

6.0

6.1

7.5

6.8

19.0

7.1

5.4

5.9

5.9

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格が高額 性能や効果に疑問あり

設置する場所がない 手入れや操作が難しい

設備を知らなかった 関心がない，必要ない

特に理由なし 無回答

太陽熱温水器 

太陽光発電システム 

風力発電機 

高効率給湯器 

（エコキュート，エコジョーズ等） 

外壁，床，天井などの隙間をなくし， 

熱の出入りを少なくする（断熱施工） 

室内の熱を外に逃がさない断熱ガラス 

（ペアガラス，真空ガラス等） 

省エネ型冷蔵・冷凍・空調一体システム 

ヒートポンプ技術を活用した高効率空調機 

ＬＥＤ照明 

（ＬＥＤ蛍光灯，ＬＥＤランプ，ＬＥＤ電球） 

インバーター照明機器・安定器 

機械室レスのロープ巻き上げ 

電動式エレベーター 

屋上や屋根，ベランダ，壁面等に植物を設置 

（屋上緑化，壁面緑化等） 

雨水を集めて利用（雨水利用タンク） 

通信機器，パソコン等の省電力化 

（省エネ型製品の購入や運用改善） 
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・省エネ、節電の取組状況［現在・今後］ 

 一般管理項目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

11.1

13.3

12.0

12.8

13.0

13.1

15.0

15.6

30.0

29.4

21.9

24.3

16.7

19.8

16.9

21.7

15.6

19.6

18.3

18.9

27.2

20.9

30.9

25.4

30.6

23.7

30.0

24.1

13.1

11.1

8.1

9.8

8.7

10.4

8.0

9.8

7.8

9.1

6.9

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

エ
ネ
ル

ギ
ー

管
理

体
制
を

整
備

し
て

い
る

エ
ネ

ル
ギ
ー
原

単

位
の

管
理
を
し

て

い
る

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
の

管
理
目

標
を

設
定

し
て

い
る

エ
ネ

ル
ギ
ー

デ
ー

タ
を

記
録
し

て
活

用
し

て
い

る

機
器

の
定

期
的

な

保
守

・
メ

ン
テ

ナ

ン
ス

を
し

て
い

る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

0.6

0.8

1.2

1.5

1.4

1.8

1.2

1.5

2.4

2.3

1.9

1.5

1.4

1.7

9.5

4.4

7.2

5.1

3.6

1.6

4.9

3.1

15.5

8.3

11.6

8.8

16.8

13.9

16.4

14.1

17.3

14.6

7.0

3.3

6.1

4.4

4.8

3.6

7.9

7.0

5.6

5.4

2.8

3.3

29.3

36.3

26.9

32.1

24.2

29.7

25.3

31.5

28.2

31.7

37.4

39.8

37.7

37.2

40.0

39.8

38.3

37.7

40.8

45.0

4.8

4.4

5.4

6.6

4.8

4.7

5.6

4.6

4.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

エネルギー管理体

制を整備している 

エネルギー原単位

の管理をしている 

省エネルギーの管

理目標を設定して

いる 

エネルギーデータ

を記録して活用し

ている 

機器の定期的な保

守・メンテナンス

をしている 
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 照明・電気設備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

19.4

19.4

47.6

47.0

34.8

34.1

37.4

36.9

12.6

13.1

7.8

8.0

18.3

20.2

13.1

11.3

17.8

17.4

19.1

18.7

9.1

10.4

9.3

10.2

23.9

20.0

3.3

3.0

10.2

8.5

7.0

5.6

38.3

34.6

42.8

39.8

6.7

8.7

4.3

7.0

5.6

8.3

4.8

7.2

8.3

10.2

8.5

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

照
明

基
準
を
設

定

し
，

適
正

照
度
に
管

理

し
て

い
る

使
用

し
な
い

部
屋

や
空

室

時
に

消
灯
を

徹
底

し
て

い
る

照
明

ス
イ
ッ

チ
回

路
を

細
分
化

し
て

適
時

消
灯
を

徹
底

し
て

い
る

パ
ソ
コ
ン
の

待
機

電
力
・
モ
ニ

タ
ー

の
省
電
力
化

を
し

て
い

る

デ
マ
ン
ド
管

理
を

し
て

い
る

変
圧
器
の
需

要
率

を
管
理
し
て

い
る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

1.6

0.9

5.6

6.3

1.8

2.2

0.5

2.3

1.9

1.8

2.2

2.6

3.3

1.9

2.1

0.9

0.9

10.1

8.3

11.1

6.3

12.7

10.9

7.9

6.7

5.8

4.8

5.6

4.7

7.8

6.5

5.6

6.3

9.1

4.3

2.6

3.3

8.2

6.4

6.9

6.5

7.8

5.6

16.7

12.5

3.6

2.2

10.5

3.3

1.9

2.1

1.3

0.9

27.9

32.4

27.8

31.3

34.5

41.3

18.4

23.3

42.0

44.4

44.6

47.0

36.4

37.0

27.8

31.3

27.3

32.6

47.4

50.0

33.8

34.2

34.2

35.3

6.2

7.4

5.6

6.3

9.1

4.3

10.5

10.0

5.8

5.3

6.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

照明基準を設定し,

適正照度に管理して

いる 

使用しない部屋や

空室時に消灯を徹

底している 

照明スイッチ回路

を細分化して随時

消灯を徹底してい

る 

パソコンの待機電

力・モニターの省電

力化をしている 

デマンド管理をして

いる 

変圧器の需要率を管

理している 
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34.3

34.3

16.5

16.9

15.0

14.8

24.4

23.1

7.6

7.4

8.3

8.3

4.6

4.8

6.3

6.1

20.2

20.0

11.7

11.1

1.1

1.3

0.6

0.9

22.0

20.9

17.4

20.6

20.9

21.7

22.6

23.1

10.6

12.2

8.3

8.9

10.2

10.9

12.4

14.3

21.3

23.9

12.2

12.2

4.8

8.0

5.4

8.0

6.9

5.7

27.0

22.2

25.6

23.3

15.7

13.9

41.5

38.3

43.0

40.9

44.6

42.2

40.4

37.0

19.8

16.3

34.4

32.6

52.8

47.4

52.0

47.6

5.2

7.4

7.4

8.7

6.9

8.5

5.6

8.1

8.7

10.4

8.7

10.2

8.9

10.4

9.3

10.9

7.0

8.1

10.0

12.4

9.6

11.7

10.4

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

室
内

の
温

湿
度

の

適
正

管
理

を
し

て

い
る

空
調

区
画

お
よ

び

ゾ
ー

ニ
ン

グ
を

適

正
に
し

て
い

る

外
気

取
り

入
れ

量

の
調

整
を

し
て

い

る

窓
の

開
放
や

そ
の

他
の

外
気
冷

房
を

し
て

い
る

燃
焼

装
置
の

空
気

比
を

適
正
に

管
理

し
て

い
る

季
節

に
よ
り

冷
凍

機
の

冷
水
温

度
を

管
理

し
て

い
る

ポ
ン

プ
類
の

搬
送

動
力

の
省
エ

ネ
を

し
て

い
る

空
調

フ
ァ
ン

類
の

搬
送

動
力
の

省
エ

ネ
を

し
て
い

る

ガ
ラ

ス
の
日

射
負

担
の

軽
減
を

工
夫

し
て

い
る

機
械

室
は
必

要
最

小
限

な

適
正

換
気
で

管
理

し
て

い
る

コ
ー

ジ
ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ
ス

テ

ム
，

蓄
電

池
等
を

導
入

し
て

い
る

Ｚ
Ｅ

Ｂ
（
ネ

ッ

ト
・

ゼ
ロ
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

）

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

3

3

1

1

2.4

1.3

1

1

5.4

6.5

0.7

0.8

2.9

3.2

4.7

5.3

0.4

0.5

0.4

0.5

0.8

0.9

0.9

1.0

1.9

1.1

1.1

1.2

10.8

6.5

13.0

7.5

7.2

5.6

2.4

1.3

2.7

2.4

3.4

3.2

5.4

5.3

6.4

5.0

18.7

13.6

3.2

1.1

22.1

18.0

20.6

19.5

5.4

3.2

4.8

4.2

6.5

4.0

5.9

2.7

5.8

5.8

3.9

4.1

5.0

4.8

4.6

5.0

6.5

4.5

1.1

1.1

1.4

1.2

2.1

1.9

2.7

5.5

5.0

9.4

10.3

15.3

14.7

2.2

1.0

2.6

2.3

2.1

1.3

2.8

2.0

1.9

1.1

1.1

1.1

0.4

1.8

1.6

32.4

35.5

35.6

40.0

39.9

42.9

31.8

36.0

55.8

59.4

61.2

63.3

58.1

60.5

50.9

55.0

30.8

36.4

69.4

72.2

47.4

52.3

43.1

45.5

37.8

38.7

34.9

36.7

30.4

30.2

31.8

32.0

29.5

28.5

25.0

24.4

24.9

25.0

29.8

29.5

31.8

34.1

20.4

19.9

21.4

23.4

26.7

27.6

2.7

6.5

4.8

5.0

3.6

4.0

5.9

6.7

3.6

2.4

3.4

2.3

3.7

2.2

4.6

2.5

7.5

8.0

4.8

4.5

6.3

3.9

5.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

 熱源・空気調和設備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

室内の温湿度の適

正管理をしている 

空調区画およびゾ

ーニングを適正に

している 

外気取り入れ量の

調整をしている 

窓の開放やその他

の外気冷房をして

いる 

燃焼施設の空気比

を適正に管理して

いる 

季節により冷凍機

の冷水温度を管理

している 

ポンプ類の搬送動

力の省エネをして

いる 

空調ファン類の搬

送動力の省エネを

している 

ガラスの日射負担

の軽減を工夫して

いる 

機械室は必要最小

限な適正換気で管

理している 

コージェネレーシ

ョンシステム,蓄電

池等を導入してい

る 

ＺＥＢ（ネット・ゼ

ロ・エネルギービル

ディング） 
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 運 輸  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

38.3

37.4

37.4

36.3

32.8

32.4

29.6

28.5

31.9

30.7

35.9

34.4

31.5

30.6

33.1

32.6

36.3

35.2

41.9

40.2

15.6

15.2

15.7

15.6

20.2

18.9

22.8

22.4

19.1

18.9

18.0

17.6

19.8

19.3

20.0

19.8

17.6

17.2

12.8

12.6

8.5

7.6

9.3

8.1

8.7

8.1

9.6

8.9

11.1

10.2

8.0

7.6

10.4

9.8

8.7

7.0

7.6

7.0

7.0

6.5

5.9

8.1

5.9

8.3

6.7

8.9

6.3

8.5

6.3

8.5

6.5

8.7

6.7

8.7

6.5

8.9

6.9

8.9

6.7

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

発
進

す
る
と

き
，

ア
ク

セ
ル
を

踏
み

す
ぎ

な
い

加
減

速
の

少
な
い

定
速

走
行

に
努
め

る

エ
ン

ジ
ン
ブ

レ
ー

キ
を

積
極
的

に
使

用
す

る

過
度
の

カ
ー
エ

ア

コ
ン
の

利
用
を

控

え
る

ア
イ

ド
リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
を
心

が
け

る

過
度
の

暖
気

運
転

を
控

え
る

道
路

交
通
情

報
を

積
極

的
に
活

用
す

る

タ
イ

ヤ
の
空

気
圧

を
こ

ま
め
に

チ
ェ
ッ

ク
す

る

不
要

な
荷

物
は
積

ま
な

い

交
通

渋
滞
を

も
た

ら
す

駐
車
を

避
け

る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

2.0

2.1

2.3

9.6

10.4

1.7

1.8

4.3

4.5

3.8

4.2

6.7

7.3

2.3

2.4

1.8

1.9

2.1

2.6

4.3

2.4

4.0

2.3

2.1

3.8

5.0

3.6

4.7

2.4

5.4

3.8

4.3

2.6

4.9

2.6

5.3

2.9

2.2

2.4

2.0

2.3

1.7

6.4

2.6

2.2

2.0

2.1

1.9

2.1

6.7

3.6

2.3

5.4

1.9

2.1

9.8

7.9

5.3

2.9

60.9

68.3

60.0

68.2

66.0

70.5

50.0

54.2

55.0

58.2

65.1

65.9

64.3

66.0

57.4

71.1

70.7

76.3

71.1

74.3

28.3

22.0

26.0

20.5

19.1

15.9

21.2

20.8

18.3

18.2

20.9

22.0

19.6

20.8

25.5

18.4

12.2

10.5

7.9

8.6

2.2

4.9

4.0

6.8

4.3

6.8

9.6

8.3

5.0

7.3

4.7

7.3

3.6

5.7

2.1

2.6

2.4

2.6

10.5

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

発進するとき

はアクセルを

踏みすぎない 

アイドリング

ストップを心

がける 

加減速の少な

い低速走行に

努める 

エンジンブレ

ーキを積極的

に使用する 

過度のカーエ

アコンの利用

を控える 

過度の暖機運

転を控える 

道路交通情報

を積極的に活

用する 

タイヤの空気

圧をこまめに

チェックする 

不要な荷物は

積まない 

交通渋滞をも

たらす駐車を

避ける 
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 その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【省エネ、節電の取組】 【省エネ、節電に取組まない理由】 

42.2

39.4

22.6

23.0

4.4

5.6

8.3

7.6

1.1

2.0

15.7

15.7

28.7

29.8

3.7

7.4

3.3

4.4

3.0

5.0

5.9

5.6

11.3

7.8

51.3

45.4

47.8

45.6

54.1

50.2

4.4

7.6

5.7

7.8

8.9

10.0

8.9

10.7

10.2

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

ク
ー

ル
ビ

ズ
や

ウ
ォ

ー
ム

ビ
ズ

に

取
り

組
ん

で
い

る

従
業

員
等
に

環
境

の
意
識

や

省
エ

ネ
に
関

す
る

教
育

を
行
っ

て
い

る

茨
城

エ
コ

事
業

所

と
し

て
登

録
し

て

い
る

Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４

０
０

１
の

認
証
を

取
得

し
て
い

る

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン

２
１

の
認

証
を

取

得
し
て

い
る

取り組む 部分的に取り組む 取り組まない 無回答

1.8

2.0

1.6

1.6

2.1

1.8

3.1

3.3

2.4

1.8

1.2

8.1

8.5

4.1

3.7

21.3

14.3

10.8

10.6

10.1

9.3

11.0

10.7

21.9

23.3

9.8

7.1

2.9

1.6

1.9

1.6

1.4

1.1

21.9

23.3

16.4

21.4

20.2

22.9

28.3

28.5

25.3

27.3

37.5

36.7

39.3

42.9

53.8

54.7

43.0

43.5

48.3

48.0

15.6

16.7

9.8

11.9

8.3

6.5

6.6

6.5

7.5

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さを失う 効果に疑問あり

費用がかかる 手間がかかる

忘れてしまう 機器を所有しない

特に理由なし 無回答

クールビズやウォー

ムビズに取り組んで

いる 

従業員等に環境の意

識や省エネに関する

教育を行っている 

茨城エコ事業所とし

て登録している 

ＩＳＯ１４００１の

認証を取得している 

エコアクション２１

の認証を取得してい

る 
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④地球温暖化による気候変動の影響について 

 事業活動への影響  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.9

66.9

62.1

45.3

26.0

25.5

14.9

11.1

4.1

3.3

2.4

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

猛暑日

台風，竜巻

ゲリラ豪雨

洪水

極端現象・異常気象

気温・海面上昇

四季の変化

作物，生物分布の変化

海面上昇

氷河・氷山の減少

干ばつ・渇水

その他

猛暑日 

台風，竜巻 

ゲリラ豪雨 

洪水 

極端現象・異常気象 

気温・海面上昇 

四季の変化 

作物，生物分布の変化 

海面上昇 

氷河・氷山の減少 

干ばつ・渇水 

その他 
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 事業所の有する環境技術  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤土浦市に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3

3.5

4.6

4.3

3.0

2.4

1.1

1.1

1.1

1.1

1.4

0.3

52.8

52.8

51.8

52.0

52.3

51.5

50.7

50.4

51.5

51.5

50.9

26.3

34.1

33.6

34.1

33.9

34.7

35.5

37.1

36.6

35.8

36.0

36.0

30.9

8.7

10.0

9.5

9.8

10.0

10.6

11.1

11.9

11.7

11.4

11.7

42.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゲリラ豪雨

洪水

気温・海面上昇

猛暑日

台風，竜巻

作物，生物分布の変化

四季の変化

極端現象・異常気象

氷河・氷山の減少

海面上昇

干ばつ・渇水

その他

活かせる 活かせない わからない 無回答

42.5

36.3

24.1

22.5

9.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市内の気候変動に関する将来予測の情報の提供

市民や事業者の意識啓発の推進

環境技術等の研究・開発促進

気候変動に適応する取り組みを推進している事業

者等の情報の提供

パートナーやフィールド等の情報提供

その他

ゲリラ豪雨 

洪水 

気温・海面上昇 

猛暑日 

台風，竜巻 

作物，生物分布の変化 

四季の変化 

極端現象・異常気象 

氷河・氷山の減少 

海面上昇 

干ばつ・渇水 

その他 

市内の気候変動に関する将来予測の情報の提供 

市民や事業者の意識啓発の推進 

環境技術等の研究・開発促進 

気候変動に適応する取り組みを推進している事

業者等の情報の提供 

パートナーやフィールド等の情報提供 

その他 
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資料７ 温室効果ガス排出量の推計⽅法 

（１）現況推計 

市域からの温室効果ガス排出量は、環境省が策定した「地⽅公共団体実⾏計画（区域施策

編）策定・実施マニュアル」（2017（平成 29）年 3 ⽉）に示された⽅法に準拠していま

す。 

 

資料︓地⽅公共団体実⾏計画（区域施策編）策定・実施マニュアル算定⼿法編 

図Ｓ７－１ エネルギー起源 CO2 の算定式 

 

 

資料︓地⽅公共団体実⾏計画（区域施策編）策定・実施マニュアル算定⼿法編 

図Ｓ７－２ エネルギー起源 CO2 以外の温室効果ガス排出量の算定式 
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①産業部門 

製造業、建設業・鉱業、農林水産業の分野ごとに、茨城県の炭素排出量を按分し、係数で乗

じました。 

 

 

②家庭部門 

1 世帯当たりの排出量を原単位として、茨城県の炭素排出量を按分し、係数で乗じました。 

 

 

 

  

土浦市
製造業

CO2排出量
＝

茨城県の炭素
排出量（千ｔC）

÷
茨城県の製造
品出荷額等
（万円）

土浦市の製造
品出荷額等
（万円）

×
係数
（44/12）

土浦市
建築業・鉱業

CO2排出量
＝

茨城県の炭素
排出量（千ｔC）

÷
茨城県の従業
者数（建築業・
鉱業（人））

土浦市の従業
者数（建築業・
鉱業（人））

×
係数
（44/12）

土浦市
農林水産業

CO2排出量
＝

茨城県の炭素
排出量（千ｔC）

÷
茨城県の従業
者数（農林水産
業（人））

土浦市の従業
者数（農林水産
業（人））

×
係数
（44/12）

×

×

×

土浦市
家庭部門

CO2排出量
＝

茨城県の炭素
排出量（千ｔC）

÷
茨城県の住民
基本台帳世帯
数(世帯数)

土浦市の住民
基本台帳世帯
数(世帯数)

×
係数
（44/12）

×
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③業務その他部門 

業務（その他）に係る従業者 1 ⼈当たりの排出量を原単位とし、茨城県の炭素排出量を按分

し、係数で乗じました。 

 

④運輸部門 

旅客、貨物、鉄道、船舶の分野ごとに、茨城県の炭素排出量を按分し、係数で乗じました。 

なお、区域に航空は対象がないことから、対象外としています。 

 

⑤廃棄物部門 

廃棄物焼却量に排出係数を掛けることにより算出しました。 

   

土浦市
旅客

CO2排出量
＝

全国の炭素排
出量(千tC)

÷
全国の自動車
保有台数(台)

土浦市の自動
車保有台数(台)

×
係数
（44/12）

土浦市
貨物

CO2排出量
＝

全国の炭素排
出量(千tC)

÷
全国の自動車
保有台数(台)

土浦市の自動
車保有台数(台)

×
係数
（44/12）

土浦市
鉄道

CO2排出量
＝

全国の炭素排
出量（千ｔC）

÷
全国の住民基
本台帳人口(人)

土浦市の住民
基本台帳人口

(人)
×

係数
（44/12）

土浦市
船舶

CO2排出量
＝

全国の炭素排
出量（千ｔC）

÷
全国の入港船
舶総トン数(ｔ)

土浦市の入港
船舶総トン数(ｔ)

×
係数
（44/12）

×

×

×

×

土浦市
廃棄物

CO2排出量
＝

廃棄物焼却量
（ｔ）

× 排出係数

土浦市
業務その他部門

CO2排出量
＝

茨城県の炭素
排出量（千ｔC）

÷
茨城県の従業
者数（業務その
他（人））

土浦市の従業
者数（業務その
他（人））

×
係数
（44/12）

×
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（２）将来推計 

 温室効果ガス排出量の将来予測はトレンド法より算出しました。（トレンド法とは、過去の動

態が、将来も同じように推移するという考え⽅による推計⽅法で、数学的⼿法（時系列データを

最小⼆乗法により解析）を用いて将来予測する⽅法です。）また、将来予測は、2007（平成 19）

年度から 2016（平成 28）年度における過去 10 年間の実績を使用し、排出部門別に将来予測を

算出しました。 

 

表Ｓ７－１ 温室効果ガス排出量将来予測 

（単位︓万ｔ-ＣＯ２） 

 

産業部門 家庭部門 業務部門 運輸部門 廃棄物部門

2007 184.7 22.8 31.7 31.8 2.6

2008 194.0 23.5 35.3 31.0 2.7

2009 128.4 23.4 33.8 30.7 2.5

2010 135.0 20.4 32.7 31.0 2.9

2011 158.0 22.8 31.7 30.9 3.3

2012 171.2 24.7 37.0 31.1 2.8

2013 182.3 28.1 39.8 30.6 2.5

2014 152.6 27.5 41.6 29.8 3.6

2015 183.3 26.5 37.6 29.7 2.3

2016 164.0 25.4 37.7 29.7 2.2

2017 165.8 27.4 40.2 29.5 2.6

2018 165.9 27.7 40.7 29.3 2.5

2019 166.0 28.1 41.2 29.1 2.5

2020 166.1 28.4 41.6 28.9 2.5

2021 166.2 28.6 42.0 28.7 2.5

2022 166.3 28.9 42.4 28.5 2.5

2023 166.4 29.1 42.7 28.3 2.4

2024 166.5 29.3 43.0 28.2 2.4

2025 166.6 29.4 43.0 28.0 2.4

2026 166.7 29.6 43.5 27.8 2.4

2027 166.8 29.7 43.8 27.6 2.3

2028 166.9 29.9 44.0 27.4 2.3

2029 166.9 30.0 44.1 27.2 2.3

2030 167.0 30.1 44.3 27.0 2.3

実績

推計

トレンド推計結果
年度
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①産業部門 

2009（平成 21）年度に大きく減少したものの、その後、2013（平成 25）年度まで増加傾向と

なりました。増減を繰り返しており、今後も同様の傾向が⾒られると考えられるため、⼀時傾向

曲線を採用式とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｓ７－３ 産業部門の温室効果ガス排出量将来予測 

②家庭部門 

近年は減少傾向であるものの、全体として増加傾向であることから、予測式が全て増加傾向で

示されています。しかし、近年の傾向を踏まえ、増加量の最も低いロジスティック式を採用式と

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｓ７－４ 家庭部門の温室効果ガス排出量将来予測 
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③業務部門 

 2008（平成 20）年度から 2011（平成 23）年度及び 2015（平成 27）年度に減少したものの、

全体として増加傾向であることから、予測式が全て増加傾向で示されています。今後、大きく増加

することは考えられないため、増加量の最も低いロジスティック式を採用式とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｓ７－５ 業務部門の温室効果ガス排出量将来予測 

 

④運輸部門 

緩やかに減少しており、予測式においても全て減少傾向で示されています。今後も緩やかに減少

していくことが考えられるため、同様の傾向を示す⼀次指数曲線を採用式とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｓ７－６ 運輸部門の温室効果ガス排出量将来予測  
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⑤廃棄物部門 

 増減を繰り返しており、⼆次傾向線が大きく減少する予測となりました。2007（平成 19）年

度の実績から⾒て減少していることから、今後も減少していくことが考えられるため、次点で減

少傾向を示している⼀次指数曲線を採用式とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｓ７－７ 廃棄物部門の温室効果ガス排出量将来予測 
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資料８ 用語の解説 

【あ⾏】 

 

●一般廃棄物 

産業廃棄物（事業活動に伴い生じた廃棄物
のうち指定された 20 種類の廃棄物）以外の
廃棄物であり、「ごみ」と「し尿」に分類さ
れる。「ごみ」は商店・オフィス・レストラ
ン等の事業活動によって生じた「事業系ごみ」
と⼀般家庭の⽇常生活に伴って生じた「生活
系ごみ」に分類される。 

→24 頁 

 

●茨城県地域気候変動適応センター 

気候変動適応法に基づき、茨城大学に開設
された。茨城大学内ではＩＣＡＳ（地球変動
適応科学研究機関）が主にその業務を担当し
ている。 

→62 頁 

 

●ウォームビズ 

地球温暖化防⽌の⼀環として、秋冬のオフ
ィスの室温を 20℃にし、暖かい服装を着用
するビジネススタイルのこと。「ビズ」はビ
ジネスの意味で、暖房に頼りすぎず、暖かく
効率的に働くことができる新しいビジネス
スタイルの意味が盛り込まれている。「クー
ルビズ」の冬版として、環境省により提唱さ
れた。 

→39 頁 

 

●エコウィル 

都市ガスやＬＰガスを燃料とするガスエ
ンジン発電・給湯・冷暖房機器を指す愛称で
ある。ガスエンジンで発電機を回して電気を
つくり、エンジンの冷却水と排気から 

 

 

 

 

熱を回収し、給湯や暖房に利用することが
できる。《登録商標︓大阪ガス（株）》 

→36 頁 

 

●エコキュート 

⾃然冷媒ヒートポンプ給湯器のことで、冷
媒に⼆酸化炭素を使い、大気の熱を効率よく
取り込んで給湯する。《登録商標︓関⻄電⼒
（株）》 

→36 頁 

 

●エコジョーズ 

潜熱回収型⾼効率給湯器のこと。従来型よ
りも熱効率が優れたガス給湯器。《登録商標︓
東京ガス（株）》 

→36 頁 

 

●エコ通勤優良事業所 

エコ通勤に関する意識が⾼く、エコ通勤に
関する取組を⾃主的かつ積極的に推進して
いる事業所や⾃治体のこと。 

→44 頁  

 

●エコドライブ 

省エネルギー、⼆酸化炭素や大気汚染物質
の排出削減のための運転技術を指す概念の
こと。主な内容は、駐停⾞時のアイドリング
ストップの励⾏、経済速度の遵守、穏やかな
アクセル操作、適正なタイヤ空気圧の点検な
どが挙げられる。 

→35、41、55、70、71 頁 
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●エコハウス 

地域の気候風土や敷地の条件、さらに身近
に⼿に⼊る地域の材料を使うなど、環境に負
担をかけない⽅法で建てられ、必要なエネル
ギーを環境に応じた⾃然エネルギーの利用
により賄う住宅。環境共生住宅、環境負荷低
減住宅、エコロジー住宅などともいわれる。 

→43 頁 

 

●エコライフ 

私たちの生活がまわりの環境や私たち⾃
身に影響を及ぼしている現状を認識し、少し
ずつでも何らかの⾏動を起こしていけるよ
うな生活スタイル。 

→35、38、39、70 頁 

 

●エコリフォーム 

断熱材や省エネ資材を用いることで、冬は
暖かく、夏は涼しい快適な住宅にすることで、
エアコンなどによるエネルギーの消費量を
少なくする目的で⾏うリフォームのこと。 

→43 頁 

 

●エネファーム 

家庭用燃料電池のこと。燃料電池は、都市
ガスから水素を取り出し、空気中の酸素と反
応させることで発電し、その時に発生する熱
を利用して同時にお湯をつくるものである。
《登録商標︓東京ガス（株）》 

→36 頁 

 

●エネルギー起源 CO₂ 

燃料の使用、電気や熱の使用のように、エ
ネルギー消費に伴い発生する⼆酸化炭素の
こと。 

→8、11、23、24 頁 

 

●エネルギー⾼度利用技術 

新エネルギーの利用等の促進に関する特
別措置法（新エネ法）で定義される「革新的
なエネルギー⾼度利用技術」のこと。燃料電
池、天然ガスコージェネレーション、クリー
ンエネルギー⾃動⾞などのこと。 

→35、36、37、70 頁 

 

●エネルギーミックス 

電気の安定供給を図るため、再生可能エネ
ルギーや⽕⼒、水⼒、原子⼒など多様なエネ
ルギー源を組み合わせて電源構成を最適化
すること。 

→8 頁 

 

●温室効果ガス 

大気中の⼆酸化炭素やメタンなどのガス
は太陽からの熱を地球に封じ込め、地表を暖
める効果がある。これらのガスを温室効果ガ
スと呼び、その約８割を⼆酸化炭素が占めて
いる。産業革命以降、温室効果ガスの大気中
濃度は上昇しており、温室効果が加速してい
る。京都議定書では、地球温暖化防⽌のため、
⼆酸化炭素・メタン・⼀酸化⼆窒素の他ＨＦ
Ｃ類・ＰＦＣ類・ＳＦ６が対象の温室効果ガ
スと定められている。 

→1、3、4、8、9、10、11、22、23、24、
28、30、32、34、36、41、42、44、45、
58、68、69、70、71 頁 
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【か⾏】 

●環境基本計画 

ここでは国が定める環境基本計画を指す。
環境基本法第 15 条に基づき、国全体の環境
保全に関する総合的・⻑期的な施策の大綱、
環境の保全に関する施策を総合的かつ計画
的に推進するために必要な事項を定めたも
の。環境大⾂が中央環境審議会の意⾒を聴い
て案を作成し、閣議決定により国の計画とし
て定めることとされている。1994（平成６）
年に第１次計画が策定され、2018（平成 30）
年４⽉に「第５次環境基本計画」が閣議決定
された。 

→8 頁 

 

●環境基本法 

1993（平成５）年に制定された環境基本
法は、⽇本の環境政策の根幹を定める基本法
である。循環型社会形成推進基本法及び生物
多様性基本法は、この環境基本法の基本理念
に基づき制定される下位法として位置づけ
られる基本法である。 

→8 頁 

 

●環境教育（環境学習） 

各⾃が環境に対する共通の理解を深め、意
識を向上させ、問題解決能⼒を育成し、各主
体の取組の基礎と動機を形成することによ
り、各主体の⾏動への環境配慮の織り込みを
促進するもの。 

→35、40、63、70 頁 

 

●環境政策推進会議 

本市の環境政策の総合調整、環境基本計
画に基づく施策の進⾏管理その他環境に関
する政策の総合的かつ効果的な推進するた
めに、環境関連の主要部課により構成する
庁内横断組織。 

→68 頁 

 

●環境マネジメントシステム 

組織や事業者が、その運営や経営の中で⾃
主的に環境保全に関する取組を進めるにあ
たり、環境に関する⽅針や目標を⾃ら設定し、
これらの達成に向けて取組んでいくことを
「環境管理」又は「環境マネジメント」とい
い、このための⼯場や事業所内の体制・⼿続
きなどの仕組みを「環境マネジメントシステ
ム」（ＥＭＳ︓Environment 
al Management System）という。環境省
が策定した「エコアクション 21」や国際規
格の「ＩＳＯ14001」がある。「つーチャン
ＥＭＳ」は本市独⾃の環境マネジメントシス
テムである。 

→22、39、40 頁 

 

●気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣ

Ｃ） 

1988（昭和 63）年に、国連環境計画（Ｕ
ＮＥＰ）と世界気象機関（ＷＭＯ）により設
⽴。地球温暖化に関する科学的・技術的・社
会経済的な評価を⾏い、得られた知⾒は政策
決定者をはじめ広く⼀般に利用してもらう
ことを任務とする。5〜6 年ごとに地球温暖
化について網羅的に評価した評価報告書を
発表するとともに、適宜、特別報告書や技術
報告書・⽅法論報告書を発表している。 

→4、60、66 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

●気候変動適応情報プラットフォーム 
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環境省が設⽴した気候変動の影響への適
応に関する情報を⼀元的に発信するための
ポータルサイト。地⽅公共団体・事業者・個
⼈が、気候変動への対策（適応策）を検討す
ることを支援することを目的とし、必要な科
学的知⾒（観測データ・気候予測・影響予測）
や関連情報を収集・整備している。 

→61 頁 

 

●クールビズ 

地球温暖化防⽌の⼀環として、夏のオフィ
スの室温を 28℃にし、それに応じた軽装化
するビジネススタイルのこと。「ビズ」はビ
ジネスの意味で、涼しく効率的に働くことが
できるノーネクタイ・ノー上着といった新し
いビジネススタイルの意味が盛り込まれて
いる。環境省によって提唱された。 

→39 頁 

 

●クールシェア 

夏の節電対策の⼀つ。涼しい場所を家族や
地域の⼈々でシェア（共有）することにより、
エアコンの使用量を減らそうという省エネ
対策。 

→63 頁 

 

●原単位 

⼀定の活動を⾏うのに必要な何らかの量
を示す。本計画中では、ごみの 1 ⼈ 1 ⽇当
たりの排出量（⼆酸化炭素排出量）について
記載されている。 

→16 頁 

 

 

 

●コージェネレーションシステム 

発電時に発生した排熱を利用して、冷暖房
や給湯などに利用する熱エネルギーを供給
する仕組みのこと。熱電併給ともいう。 

→36 頁 

 

【さ⾏】 

●再生可能エネルギー 

⽯炭・⽯油などの化⽯燃料や核エネルギー、
大規模水⼒発電などに対し、新しいエネルギ
ー源や供給形態の総称を指す。「新エネルギ
ー利用などの促進に関する特別措置法」では、
「⽯油代替エネルギーのうち、経済性の面に
おける制約から普及が十分でないものであ
って、その促進を図ることが特に必要なもの」
と位置づけられている。 

→1、35、36、37、70 頁 

 

●次世代省エネ基準 

住宅の省エネルギー性を⾼めるために、断
熱や気密、冷暖房に関する基準を定めたもの。
エネルギーの使用合理化に関する法律で定
められた建物に関する省エネルギー基準で
1980（昭和 55）年の制定以降、1992（平
成 4）年、1999（平成 11）年、2013（平成
25）年に改正され、2015（平成 27）年に完
全施⾏された。 

→43 頁 

 

●遮熱 

夏の⽇射熱を建物の外部で遮り、室内にそ
の影響が出ないようにすること。放射熱を防
ぐこと。 

→43、45 頁 

 

 

 

●住宅トップランナー基準 
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住宅事業建築主の判断基準のこと。建売⼾
建住宅について、目指す省エネルギー性能を
定めた基準。目標年次における建売⼾建住宅
の⼀次エネルギー消費量に関する基準達成
率の平均が 100％を下回らないこと、建売
⼾建住宅の断熱性能が省エネルギー外⽪基
準（断熱等性能等級４）を満たすよう努める
こと、の２つが判断基準として設けられてい
る。 

→43 頁 

 

●循環型社会 

地球環境保全、廃棄物リサイクルの機運の
⾼まりの中で、大量生産・大量消費・大量廃
棄型の社会経済のあり⽅に代わる資源・エネ
ルギーの循環的な利用がなされる社会をイ
メージした⾔葉として提示された概念を指
す。2000（平成 12）年には、循環型社会を
目指す「循環型社会基本法」が制定された。
同法では循環型社会を「天然資源の消費量を
減らして、環境負荷をできるだけ少なくした
社会」と定義した。同法は、循環型社会を構
築する⽅法として、ごみを出さない、出たご
みはできるだけ利用する、どうしても利用で
きないごみはきちんと処分する、の３つを提
示している。 

→46 頁 

 

●新エネルギー 

新エネルギー利用等の促進に関する特別措
置法（新エネ法）においては「新エネルギー利
用等」として「技術的に実用化段階に達しつつ
あるが、経済性の面での制約から普及が十分で
ないもので、⽯油代替エネルギーの導⼊を図る
ために特に必要なもの」と定義されている。ま
た、総合資源エネルギー調査会においては「再
生可能エネルギーのうち、その普及のために支
援を必要とするもの」として整理されている。
太陽光発電や風⼒発電・バイオマスなど 10 種
類が指定されている。 

→70 頁 

 

●政府実⾏計画 

 政府がその事務及び事業に関し温室効果
ガスの排出の抑制などのため実⾏すべき措
置について定める計画のこと。2013（平成
25）年度を基準年として、庁舎などの施設の
エネルギー使用・公用⾞の使用などに伴う温
室効果ガスの 2030（令和 12）年度におけ
る排出量を政府全体で 40％削減することを
目標としている。 

→2、31 頁 

 

●生態系サービス 

 ⾷料や水の供給、気候の安定など、生物多
様性を基盤とする生態系から得られる恵み。 

→65 頁 

 

●生物多様性 

 地球上の生物とその生息・生育環境の多様
さを表す概念。生物の豊かさ（多様性）を、
生物の種、生物が生活する環境（生態系）、
生物の遺伝子の３つの段階からとらえてい
る。 

→65 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【た⾏】 
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●代表的濃度経路シナリオ（ＲＣＰシナリ
オ） 

地球温暖化を引き起こす効果をもたらす
大気中の温室効果ガス濃度やエーロゾルの
量がどのように変化するかを示したシナリ
オ。ＩＰＣＣ第５次評価報告書では４シナリ
オが選択されており、それぞれ 2100 年以降
も地球温暖化を引き起こす効果の上昇が続
く⾼位参照シナリオ（ＲＣＰ8.5）、2100 年
までにピークを迎えその後減少する低位安
定化シナリオ（ＲＣＰ2.6）、これらの間に
位置して 2100 年以降に安定化する⾼位安
定化シナリオ（ＲＣＰ6.0）と中位安定化シ
ナリオ（ＲＣＰ4.5）がある。 

→4、61 頁 

 

●脱炭素社会 

温室効果ガスの排出を防ぐために、⽯油や
⽯炭などの化⽯燃料から脱却し、太陽光やバ
イオマスなどの再生可能エネルギーの利用
を進めることによる社会全体を低炭素化す
る努⼒を続けた結果としてもたらされる持
続可能な社会。温室効果ガスの排出を防ぐだ
けでなく、森林吸収量を増やすことで、排出
量と吸収量が均衡した状態であるカーボン
ニュートラルな環境づくりも大切である。 

→8、9、34 頁 

 

●地球温暖化対策計画 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第８
条の１及び「パリ協定を踏まえた地球温暖化
対策の取組⽅針について」（2015（平成 27）
年12⽉22⽇地球温暖化対策推進本部決定）
に基づき 2016（平成 28）年に策定された
ものである。2030（令和 12）年度における
温室効果ガス排出量を、2013（平成 25）年
度⽐で 26％削減することを目標としている。 

→9 頁 

 

●地球温暖化対策の推進に関する法律 

 国・地⽅公共団体・事業者・国⺠が⼀体と
なって地球温暖化対策に取組むための枠組
みとして、1998（平成 10）年に成⽴した。
2016（平成 28）年には、地球温暖化対策計
画に定める事項に温室効果ガスの排出抑制
などのための普及啓発の推進及び国際協⼒
に関する事項が追加された。 

→22 頁 

 

●地球温暖化防止活動推進員 

地球温暖化対策推進法第 23 条の 1 で定
められた、都道府県から委嘱を受けた⼈。地
球温暖化対策を推進するために、積極的に環
境保全活動を推進し、地域で普及啓発や実践
活動に努めている。 

→67、70 頁 

 

●地球温暖化防止活動推進センター 

地球温暖化対策推進法第24条で定められ
た、都道府県ごとに設けられる組織。茨城県
でも 2004（平成 16）年に設置された（ク
ールアースいばらき）。県⺠・事業所・⾏政
のパートナーシップによる地球温暖化防⽌
に関する活動を実施している。 

→68 頁 

 

●蓄熱システム 

熱源機と空調機の間に蓄熱槽を設けて熱
を蓄えることにより、熱の生産と消費を時間
的にずらすことが可能なシステム。電⼒消費
の少ない夜間電⼒を用いて製氷や冷水をつ
くり、それを昼間の冷房などに利用するもの。 

 →36、37 頁 

 

●地中熱 

浅い地中にある低温の安定した温度を利
用し、ヒートポンプ等で温度差エネルギーと
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して利用すること。⽕山熱等の⾼温を利用す
る地熱とは異なる。 

→37、43 頁 

 

●つーチャンＥＭＳ 

土浦市独⾃の環境マネジメントシステム。
第四期土浦市役所環境保全率先実⾏計画の
目標達成を目的として運用している。対象範
囲は本市全ての組織、環境に係る事務事業と
し、小中学校や指定管理者も含まれる。 

→22、40 頁 

 

●土浦エコパートナー協定 

協働による低炭素社会づくり及び循環型
社会づくりを推進するため、市内に事業者・
事業所を有し、市域における温室効果ガス排
出量の削減及びごみの減量等に率先して取
組む事業者と締結する協定のこと。 

→46 頁 

 

●土浦市環境基本条例 

環境の保全及び創造について、市・事業者・
市⺠等の責務を明らかにするとともに、環境
の保全及び創造に関する施策の基本的な事
項を定めることにより、環境の保全及び創造
に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、
現在及び将来の市⺠の健康で文化的な生活
の確保に寄与することを目的とした本市の
条例。 

→21、34 頁 

 

●土浦市総合計画 

⻑期的展望のもと、本市の目指すべき将来
の姿とそれを実現するための施策の⽅向を
明らかにし、総合的かつ計画的な市政運営の
ための指針とするもので、各施策や事業を展
開する上での基本となっている。第７次が

2007（平成 19）年、第８次が 2018（平成
30）年に策定されている。 

→1、21 頁 

 

●低炭素 

⼆酸化炭素の排出が少ないこと。化⽯燃料
に依存した現在の社会からの脱却を目指す
ことなど。使用例︓低炭素社会、低炭素都市。 

→21、22、34、35、43、46、58、71 頁 

 

●出前講座（土浦いきいき出前講座） 

 土浦市独⾃の制度。市⺠が主催する学習会
などに市職員などが講師として出向き、市政
の仕組みや事業の内容について講座を⾏う。
生涯学習の推進を図るとともに、市⺠の市政
に関する理解を深め、まちづくりへの参加の
促進に寄与することを目的とする。 

→41、63、67、70、72 頁 

 

●特定外来生物 

 外来生物（移⼊種）のうち、特に生態系な
どへの被害が認められるものとして、外来生
物法（2004（平成 16）年）によって規定さ
れた生物。本市でもアライグマ・オオキンケ
イギクなどが確認されている。 

→65 頁 

 

 

 

 

 

 

【な⾏】 

●二酸化炭素（CO2） 
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常温常圧では無色無臭の気体。地球上で最
も代表的な炭素の酸化物であり、炭素単体や
有機化合物の燃焼によって容易に生じる。気
体は炭酸ガス、固体はドライアイス、液体は
液体⼆酸化炭素、水溶液は炭酸・炭酸水と呼
ばれる。排出量が莫大であることから、地球
温暖化の最大の原因とされる。 

→3、6、8、9、11、22、24、45、47、54 頁 

 

●日本の約束草案 

2020（令和２）年以降の新たな温室効果
ガス排出量削減目標のこと。エネルギーミッ
クスと整合を図り、技術的制約・コスト面の
課題などを十分に考慮した裏付けのある対
策・施策や技術の積み上げによる実現可能な
削減目標であり、国内の排出削減・吸収量を
確保することで、2030（令和 12）年度に
2013（平成 25）年度⽐ 26%削減（2005（平
成 17）年度⽐ 25.4%削減）することとして
いる。 

→9 頁 

 

●年平均気温偏差 

⽇本全体や世界全体の平均気温は、平年と
⽐較した値（偏差）によって表される。これ
は、広い地域の気温を測定し平均するのが困
難であることや、それを算出できても極寒の
地や熱帯といったばらつきにより平均が意
味をなさないため。平均的状態からの気温の
ずれを⾒るほうが、気候変動の監視に有用と
なる。世界と⽇本の年平均気温偏差で基準に
した平年の値は 1981（昭和 56）年〜2010
（平成 22）年の平均となっている。 

→6、8 頁 

 

 

 

●燃料電池 

水素と酸素を化学反応させて、電気を発電
する装置。燃料となる水素は、天然ガスやメ
タノールを改質してつくるのが⼀般的で、酸
素は大気中から取り⼊れる。発電と同時に発
生する熱も活かすことが可能。 

→36 頁 

 

【は⾏】 

●バイオマス 

もともとは生物（bio）の量（mass）のこ
とであるが、今⽇では再生可能な生物由来の
有機性エネルギーや資源（化⽯燃料は除く）
をいうことが多い。基本的には草⾷動物の排
泄物を含め１年から数十年で再生産できる
植物を資源とするものを指す。エネルギーに
なるバイオマスの種類としては、家畜ふん尿、
⾷品廃棄物、建設廃材・林地残材などの廃⽊
材、製紙⼯場からの⿊液、下水汚泥などがあ
る。バイオマスエネルギーは⼆酸化炭素の発
生が少ない⾃然エネルギーで、古くから薪や
炭のように原始的な形で利用されてきたが、
今⽇では新たな各種技術による利用が可能
になり、化⽯燃料に代わるエネルギー源とし
て期待されている。 

→36、37、70 頁 

 

●バイオマスタウン構想 

域内において、広く地域の関係者の連携の
下、バイオマスの発生から利用までが効率的
なプロセスで結ばれた総合的利活用システ
ムが構築され、安定的かつ適正なバイオマス
利活用が⾏われているか、あるいは今後⾏わ
れることが⾒込まれる地域。本市でも、2010
（平成 22）年４⽉に策定・公表。 

→37 頁 

 

●パークアンドライド 

従来都⼼部まで⾃動⾞を乗り⼊れていた
通勤者などが、⾃宅の最寄り駅に近接した駐
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⾞場に駐⾞し、そこから都⼼部へは公共の鉄
道やバスなどで移動するように誘導するシ
ステム。 

→44 頁 

 

●パリ協定 

2015（平成 27）年に開催されたＣＯＰ21
にて採択された国際的な取り決め。京都議定
書の後継として、主に 2020（令和２）年以
降の気候変動問題についての枠組みとなる。 

→6、8、9、58 頁 

 

●ヒートアイランド現象 

都市において、⾼密度にエネルギーが消費
され、また、地面の大部分がコンクリートや
アスファルトで覆われているために水分の
蒸発による気温の低下が妨げられて、郊外部
よりも気温が⾼くなっている現象をいう。等
温線を描くと、都市中⼼部を中⼼にして島の
ように⾒えるためにヒートアイランドとい
う名称がつけられている。 

→45 頁 

 

●ヒートポンプ 

ヒートポンプとは、「熱を汲み上げる」と
いう意味で、冷媒を凝縮・気化させて効率よ
く熱を移動させることによって熱を取り出
して利用する仕組みをいう。大気の熱をはじ
め、河川や海、家庭や⼯場から出る排熱など、
身近にある未利用熱をより⾼い温度にして
効率的に利用することができる省エネルギ
ー技術。 

→36、37、70 頁 

 

【ら⾏】 

●リサイクル 

廃棄物等を原材料として再利用すること。
再生利用のうち、廃棄物等を製品の材料とし
てそのまま利用することを「マテリアルリサ
イクル」、化学的に処理して利用することを
「ケミカルリサイクル」という。 

→16、28、42、67 頁 

 

●リデュース 

廃棄物の発生⾃体を抑制すること。リユー
ス、リサイクルに優先される。 

→42 頁 

 

●リフューズ 

いずれごみとなるものを家庭に持ち込ま
ないこと。リデュースよりも優先し、「３Ｒ
（リデュース・リユース・リサイクル）」と
合わせて「４Ｒ」と呼ばれる。 

→42 頁 

 

●リユース 

いったん使用された製品や部品・容器等を
再使用すること。 

→42 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英数字】 

●ＢＥＭＳ（Building Energy 
Management System）（ベムス） 
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ビルのエネルギー消費状況を監視し、解析
するシステムのことをいう。設置されている
機器の運転制御や評価を表示するシステム
もある。 

→26、39、54 頁 

 

●ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ（クールチョイス） 

 2030（令和 12）年度に温室効果ガス排出
量を 2013（平成 25）年度⽐で 26%削減す
るという目標達成のため、脱炭素社会づくり
に貢献する、製品への買換え・サービスの利
用・ライフスタイルの選択など、地球温暖化
対策に資する「賢い選択」を推進する取組の
こと。 

→10、38、39 頁 

 

●ＣＯＰ（コップ） 

 気候変動枠組条約締約国会議（Conferen 
ce of Parties）の略称であり、地球温暖化対
策に世界全体で取組んでいくための国際的
な議論の場を指す。2015（平成 27）年に第
21 回目の会議がパリ（フランス）で開催さ
れ、この会議をＣＯＰ21 またはパリ会議と
呼び、その際採択されたものがパリ協定であ
る。2018（平成 30）年には第 24 回目の会
議がカトヴィツェ（ポーランド）で開催され、
パリ協定を実施するために必要な細則が決
定し、2020（令和２）年以降、パリ協定の
下で各国が気候変動に対処していくことと
した。2019（令和元）年には第 25 回目の
会議がマドリード（スペイン）で開催された
が、パリ協定のルールの⼀部は合意に至って
いない。 

→6 頁 

 

 

●ＨＥＭＳ（Home Energy Manageme 
nt System）（ヘムス） 

家庭のエネルギー消費状況を監視し、解析
するシステムのことをいう。設置されている

機器の運転制御や評価を表示するシステム
もある。 

→38、53 頁 

 

●ＩＣＴ 

 情報通信技術（Information and Comm 
unication Technology）の略称のこと。通
信技術を活用したコミュニケーション及び
インターネットのような通信技術を利用し
た産業やサービスなどの総称。ほぼ同義と 
して、ＩＴ（情報技術︓Information Tech 
nology）がある。 

→21 頁 

 

●ＬＥＤ（Light Emitting Diode） 

電圧を加えることにより発光する半導体
素子のことである。ＬＥＤ照明とは、ＬＥＤ
を組み込んだ照明機器のことで、蛍光灯や電
球に⽐べて省エネルギーである。使用例︓Ｌ
ＥＤランプ、ＬＥＤ照明。 

→19、20、26、36、49 頁 

 

●ＭＩＲＯＣ５（ミロクファイブ） 

 東京大学・国⽴研究開発法⼈国⽴環境研究
所・国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構の共
同により開発された気候モデルであり、当該
モデルを利用して⽇本を含むアジアの気候
やモンスーン・梅雨前線等の再現性や将来変
化の研究が実施されている。 

→61 頁 

 

 

 

●ＮＰＯ（Nonprofit Organization） 

「特定非営利活動法⼈」のこと。⼀般には、
特定非営利活動促進法に基づいて特定非営
利活動を⾏うことを主たる目的とし、同法の
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定めるところにより設⽴された法⼈のこと
を示す。 

→10、40 頁 

 

●Ｓ８ 

温暖化影響評価・適応政策に関する総合的
研究。市町村レベルの気候予測と、それに基
づく影響予測を研究し、温暖化対策の新しい
課題に対応する研究の推進を目的とした。茨
城大学が研究代表を務め、2010（平成 22）
年度から 2014（平成 26）年度に実施され
た。研究テーマは、「我が国全体への温暖化
影響の信頼性の⾼い定量的評価に関する研
究」、「⾃治体レベルでの影響評価と総合的
適応政策に関する研究」、「アジア太平洋地
域における脆弱性及び適応効果指標に関す
る研究」の３つからなり、国⽴環境研究所を
はじめとした複数の研究機関が参加した。 

→61 頁 

 

●ＳＤＧｓ（エスディージーズ） 

 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Sustainable 
Development Goals）の略称のこと。2015
（平成 27）年９⽉の国連サミットで採択さ
れた「持続可能な開発のための 2030 アジェ
ンダ」にて記載された 2016（平成 28）年
から 2030（令和 12）年までの国際目標。
持続可能な世界を実現するための17のゴー
ル・169 のターゲットから構成され、地球上
の誰⼀⼈として取り残さない（leave no 
one behind）ことを誓っている。ＳＤＧｓ
は発展途上国のみならず、先進国⾃身が取組
むユニバーサル（普遍的）なものであり、国
としても積極的に取組んでいくこととして
いる。 

→6、34 頁 

●ＺＥＢ（ゼブ） 

 ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（Net Zero 
Energy Building）の略称のこと。快適な室
内環境を実現しながら、建物で消費する年間

の⼀次エネルギーの収支をゼロにすること
を目指した建物のことを指す。⼈が活動する
には、エネルギー消費量を完全にゼロにする
ことはできないが、省エネによって使うエネ
ルギーを減らし、創エネによって使う分のエ
ネルギーをつくることで、エネルギー消費量
を正味（ネット）でゼロにすることができる。 

→43 頁 

●ＺＥＨ（ゼッチ） 

 ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（Net 
Zero Energy House）の略称のこと。外⽪
の断熱性能などの大幅な向上、⾼効率な設備
システムの導⼊により、室内環境の質を維持
しつつ大幅な省エネルギーを実現し、さらに
再生可能エネルギーを導⼊することにより、
年間の⼀次エネルギー消費量の収支をゼロ
とすることを目指した住宅を指す。 

→43 頁 
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